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逆
川（
さ
か
さ
が
わ
）

　

か
つ
て
は
酒
香
川
、酒
匂
川
、鴨
居
川
と

呼
ば
れ
、臼
井
か
ら
流
れ
る
橘
川
と
合
流

し
て
い
た
。筑
波
山
麓
の
沢
水
が
集
ま
っ
て

川
と
な
り
神
郡
北
を
通
る
。逆
川
上
流
か

ら
続
く
川
沿
い
の
用
水
路
は
、神
郡
西
の

水
田
を
潤
し
て
い
た
。

石
橋
跡

　

神
郡
北
か

ら
臼
井
へ
向
う

道
は
、明
治
末
期

に
十
字
路
に
さ
れ
た
。

そ
れ
以
前
は
、十
字
路
東
に
あ
る
二
十
三

夜
石
橋
供
養
塔
ち
か
く
よ
り
石
橋
が
か
か

り
、杉
の
大
木
が
あ
っ
た
。対
岸
に
は
馬
頭

尊
や
文
禄
二
年（
１
５
９
３
年
）の
日
待
碑

が
あ
り
、か
つ
て
は
来
迎
橋
が
あ
っ
た
と
い

う
。神
郡
の
市
営
駐
車
場
横
に
は
、水
神

様
と
道
祖
神
の
祠
も
祀
ら
れ
て
い
る
。

石
倉
Ｒ
Ｉ
Ｚ

（
リ
ズ
）

　

一
九
五
二
年（
昭

和
二
十
七
年
）
建

設
の
大
谷
石
作
り

の
米
倉
。

点
滅
信
号

十
字
路
の
道
標

　

昭
和
天
皇
即
位

記
念
と
し
て
一
九
二

八
年（
昭
和
三
年
）

に
建
立
。臼
井・筑
波
、北
条・土
浦
、立
野・

小
幡
、大
貫・舘
林
の
各
方
面
を
示
す
。

桜
井
邸

　

つ
く
ば
道
沿
い
に

店
蔵
２
棟
に
は
さ

ま
れ
た
門
が
あ
る
。

北
側
の
母
屋
は
大

正
時
代
に
改
築
さ

れ
、銅
板
の
屋
根
は

当
時
と
し
て
は
め

ず
ら
し
い
。店
蔵
は
江
戸
時
代
の
建
築
。戦

時
中
の
空
襲
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、蔵
が
黒

く
塗
ら
れ
た
と
い
う
。イ
ベ
ン
ト
時
に
公
開

さ
れ
、米
倉
で
民
具
の
展
示
も
あ
る
。

桜
井
邸
の
店
蔵

　

か
つ
て
店・質
屋・隠
居
に
使
わ
れ
て
い
た

桜
井
邸
の
店
蔵
を

平
成
十
六
年
か
ら

平
成
二
十
三
年
に

北
条
へ
引
越
し
す

る
ま
で
よ
り
筑
波

大
学
の
安
藤
邦
廣

先
生
が
里
山
建
築

研
究
所
と
し
て
活

用
。古
民
家
の
再
生
や
古
い
建
築
様
式
を

現
代
建
築
に
取
り
入
れ
る
研
究
が
さ
れ
て

い
た
。研
究
所
の
間
取
り
に
も
欄
間
や
無

双
窓
な
ど
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。

蚕
影
神
社
の
道
標

一八
八一
年

（
明
治
十
三

年
）建
立
。

蚕
の
字
が
旧
字
体
。

蚕
影
神
社（
こ
か
げ
じ
ん
じ
ゃ
）

　

道
標
よ
り
約
１　

東
。養
蚕
発
祥
の
地

と
し
て「
金
色
姫（
こ
ん
じ
き
ひ
め
）伝
説
」が

あ
る
。天
竺
か
ら
桑
の
舟
で
流
さ
れ
た
姫

が
、こ
の
地
で
権
太
夫（
ご
ん
だ
ゆ
う
）夫

妻
に
助
け
ら
れ
た
が
、い
つ
し
か
病
で
亡
く

な
っ
た
。
死
後
、姫

は
棺
の
中
で
蚕
と
な

り
養
蚕
を
伝
え
、

恩
返
し
を
し
た

（
上
写
真
は
奉
納
さ

れ
た
絵
馬
）。舘
地

区
に
は「
権
太
夫
の

宮
」
、逆
川
上
流
に

は「
舟
の
宮
」の
石
祠
が
あ
る
。本
殿
は
江

戸
初
期
、拝
殿
は
大
正
時
代
の
建
築
。養

蚕
が
盛
ん
に
な
っ
た
明
治
か
ら
昭
和
初
期

に
は
、全
国
各
地

か
ら
参
詣
者
が

訪
れ
、奉
納
さ
れ

た
絵
馬
が
絵
馬

堂
に
今
で
も
残

る
。拝
殿
の
裏
に

鉱
泉
跡
。
約
二

百
の
石
段
の
上

に
神
社
が
あ
り
、石
段
沿
い
の
紅
葉
が
き
れ

い
。毎
年
三
月
二
十
八
日
は
蚕
糸
祭
、十
月

二
十
三
日
に
は
秋
の
大
祭
が
行
わ
れ
る
。

春
喜
屋（
は
る
き
や
）　

昭
和
初
期
ま
で

参
詣
者
の
旅
館・休

憩
所
を
経
営
。
現

在
も
、神
社
に
ち

な
ん
だ
蚕
影
羊
羹

や
手
ぬ
ぐ
い
を
売
っ

て
い
る
。敷
地
内
に

湧
き
水
あ
り
。

田
井（
た
い
）ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
一
九
六
十
年（
昭
和
三
十
五
年
）建
築
の

大
谷
石
作
り
の
米
倉
を
、平
成
十
三
年
よ

り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
生（
じ
ね
ん
じ
ょ
）ク

ラ
ブ
が
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
。石

の
反
響
を
活
か

し
た
シ
ア
タ
ー

と
ア
ト
リ
エ
が

あ
る
。
隣
は
イ

ベ
ン
ト
時
に

オ
ー
プ
ン
の
カ

フ
ェ
ソ
レ
イ
ユ

が
あ
る
。

か
つ
て
は
こ
の

地
に
田
井
村
の

役
場
が
あ
っ
た
。

桜
井
菓
子
店

　

大
正
初
期
創
業
。ア
ン
ド
ー
ナ
ツ
が
有

名
。イ
ベ
ン
ト
時
に
は
祝
事
の
和
菓
子
「
お

し
も
の
」を
再
現
し
て
販
売
す
る
。

鋭
角
な
三
叉
路

　

昔
か
ら
の
Ｔ
字
路
に
新
し
く
斜
め
の
道

が
作
ら
れ
た
。水
路
が
横
切
る
地
点
に
石

祠
が
あ
る
。

変
則
十
字
路
の
道
標

　

昭
和
天
皇
即
位
記
念
と
し
て
、一
九
二
八

年（
昭
和
三
年
）の
建
立
。北
条
、漆
所（
う

る
し
じ
ょ
）・下
妻
、臼
井・筑
波
、蚕
影
山
神

社
の
各
方
面
を
示
す
。

陣
屋
跡

　

江
戸
時
代
、 

筑
波
山
南
麓
の
八
カ
村
を

治
め
て
い
た
旗
本
五
千
石
の
井
上
家
の
陣

屋（
役
所
）が
あ
り
、 

つ
く
ば
道
沿
い
に
門

が
あ
っ
た
。 

現
在
は
、宅
地
や
農
地
と
な
っ

て
い
る
。

飯
田
邸

　

江
戸
初
期
の
割
本
名
主（
井
上
領
八
ケ

村
の
名
主
を
代
表
し
て
年
貢
を
集
積
し

貢
納
す
る
名
主
）で
、大
飯
田
と
呼
ば
れ
て

い
た
。

市
村
豆
腐
店

　
一
九
二
三
年（
大
正
十
一
年
）創
業
。現
在

三
代
目
。

旧
道

　

市
村
豆
腐
店
よ
り
普
門
寺
に
続
く
道

は
、古
く
は
普
門
寺
を
通
り
、山
す
そ
を

越
え
て
北
条
や
平
沢
へ
至
る
旧
道
で
あ
っ

た
。ま
た
、山
の
麓
を
め
ぐ
り
現
在
の
田
井

小
学
校
方
面
へ
ぬ
け
る
道
も
あ
っ
た
。富
士

山
を
の
ぞ
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
山
頂

に
は
浅
間
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

お
講
屋

（
お
こ
う
や
）

　

地
域
の
信

仰
の
場
で
、毎

月
二
十
一
日
に

地
域
の
女
性

が
集
ま
る
講

が
行
わ
れ
る
。

御
大
師
様
と

も
よ
ば
れ
る
。
掛
け
軸
を
か
け
、大
き
な

数
珠
を
ま
わ
し
て
祈
る
。

庚
申
塔

　

神
郡
の
西
、普
門

寺
の
あ
る
丘
か
ら
の

用
水
路
と
神
郡
北

か
ら
の
用
水
路
が

交
わ
る
地
点
に
あ

る
。

石
井
の
井
戸

　

か
つ
て
神
郡
地
区
と
館
地
区
に
十
近
く

あ
っ
た
井
戸（
湧
水
）の
一つ
で
あ
る
。昔
は

井
戸
の
回
り
に
、し

め
縄
が
張
ら
れ
て
い

た
。普
門
寺
の
裏
参

道
沿
い
に
あ
る
。
市

村
、石
井
、桜
井
、

武
井
、富
田
、肥
田
、

飯
田
、阿
久
津
、閼

伽
井
（
赤
井
）
な

ど
、住
民
の
苗
字
や
地
区
名
の
由
来
に
も

な
っ
て
い
る
が
、現
存
し
て
い
る
の
は
神
郡

地
区
に
は
他
一ヶ
所（　

で
示
す
）だ
け
で

あ
る
。

石
井
邸

　

赤
門
が
目
印
。江
戸
後
期
に
割
本
名
主

と
な
る
。五
層
の
茅
葺
屋
根
を
も
つ
母
屋

は
、役
所
や
旗
本
の
井
上
家
の
滞
在
場
所

に
も
な
っ
た
。当
時
の
様
子
を
残
す
高
い
天

井
の
部
屋
や
資
料
が
あ
る
。
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